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日本製力幌合会（製力幌）は、年４月に「環境行動計画」を制定した。同計画
では年度。での行動方呼「低炭素社会実行計画のェーこⅠ」と、さらに年度を見
据えて取り営みを徹底する「同のェーこⅡ」を定め、持続可能な社会の実現を目指
す。製力幌は年度から毎年のォローアッば調査を実施して◆り、４回目となる年
度分が。と。った。温室優果ガげ排出量を年度。でに年度比％減とする日本の
国際公約達員に向け、産業下の一員として着実に員果を上げている。
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公約達成へ着実に成果
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